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利用・用途・応用分野

エストロゲン関連疾患の判定方法、疾患予防、治療薬剤の開発、子宮筋腫の治療薬

目的・課題 解決ポイント

女性ホルモンの一種であるエストロゲ
ン（Ｅ２）は多彩な生理作用を有してお
り、内分泌系、生殖器、骨組織、血管
系で重要な役割を担っている。エストロ
ゲン受容体の同定とその機能や制御メ
カニズムを明らかにすることは、疾患
の治療・予防に極めて重要である。

エストロゲン関連疾患患者のＧＰＲ３
０遺伝子のＯＲＦに存在するＳＮＰを
同定し、かかるＳＮＰをもつＧＰＲ３０
が野生型ＧＰＲ３０のもつアポトーシ
ス誘導機能を損なっていることを見
いだした。
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ＧＰＲ３０遺伝子プロモーター領域配列の下流にＧＦＰ遺伝子を
有するＤＮＡトランスジェニックマウスでのＧＰＲ３０のｍＲＮＡの
発現量をＧ３ＰＤＨをコントロールとして用い定量した結果図研究概要・アピールポイント

子宮筋腫等のエストロゲン
関連疾患の検査の
ターゲットを追加し、
創薬のターゲット及び
スクリーニングの手法を
提供できる。
大量のサンプルを高速に
検査することが可能になり、
患者のＧＰＲ３０における
変異の有無を判定して
予防や治療方針を検討する
オーダーメイド治療が
可能になる。


